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第
一
候

第
二
傑

第
三
一
候

第
四
候

第
五
傑

第
六
保

第
七
僚

知
人
保

第
九
傑

第
十
続

第
十
一
候

慶
廟
義
塾
大
串
麗
文
畢
曾
規
約

第
一
章
穂
則

木
皐
曾
は
「
慶
臆
義
塾
大
撃
事
文
山
手
曾
」
と
稲
す
る
。

木
町
内T曾
は
文
阜
、
｝
一
・
当
一
凶
、
官
製
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

木
町
苧
曾
の
事
務
所
は
束
京
都
港
匝
芝
三
田
二
ノ
ニ
慶
脹
義
熟
一

大
事
文
事
部
文
事
科
研
究
室
に
置
く
。

木
墜
曾
は
第
二
僚
に
定
め
ら
れ
た
口
的
を
達
成
す
る
た
め
に

左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
脅
H
Hの
皐
術
研
究
を
助
成
す
る
事
業
。

二
、
曾
討
の
山
学
術
研
究
を
設
表
す
る
事
業
。

A

、
機
闘
誌
「
華
文
研
究
」
の
設
行
。

B

、
袈
術
附
究
設
表
曾
の
開
催
。

一
二
、
そ
の
他
本
山
内
よ
門
の

U

的
を
達
成
す
る
に
必
要
な
事
業
。

泊
二
車
合
引

木
皐
合
は
隆
一
牒
持
拡
大
型
事
文
閥
係
の
教
投
、
助
教
授
、
講

師
、
助
手
、
副
手
及
び
入
曾
を
希
望
す
る
卒
業
者
、
並
び
に

合
μ
二
名
以
上
の
披
薦
に
よ
り
委

M
H曾
の
承
認
を
伴
た
者
を

以
て
合
片
と
す
る
。

合
同
J
は
そ
の
研
究
を
機
闘
誌
「
事
文
研
究
」
及
び
木
曾
早
術

設
衣
舎
で
設
去
す
る
こ
と
が
山
来
る
。

合
費
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
。

第
三
ぷ
役
只

木
町
内f
A関
に
た
の
役
討
を
日
く
。

一
、
委
員
長
一
名
二
、
委

H

京
干
名

委
は
は
曾
員
の
選
奉
に
よ
っ
て
慶
腔
義
塾
大
山
宇
都
世
文
関
係
の

荘
職
者
中
か
ら
選
ば
れ
る
。

委
員
長
は
安
員
の
五
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。

委
員
長
は
委
員
中
か
ら
曾
計
、
編
集
そ
の
他
の
専
門
委
員
を

指
名
す
る
こ
と
が
あ
る
。
委
以
は
委
員
長
を
補
佐
し
て
曾
務

を
執
る
。

第
十
二
候

第
十
三
保

勿
十
四
傾

第
十
冗
侭

第
十
六
候

行
H
E
r
b
』k
h

a
F’
J
F

，

A

川
町r

第
十
八
傑

名
役
員
の
任
期
は
一
カ
年
と
す
る
。
但
し
責
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
章
曾
議

木
事
曾
は
穂
舎
と
委
此
曾
と
を
聞
く
。

線
舎
は
委
員
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
舎
は
凡
過
半
数
の
山
町
に

よ
っ
て
成
立
す
る
。
議
事
の
決
定
は
多
数
決
に
よ
る
。

線
合
は
毎
年
一
同
開
催
し
、
役

μ
の
改
選
、
合
務
報
台
咋
を

－r
J
炉
、
，
，
o

ノ
J
1

－

a
ι

委
川H
A門
は
随
時
こ
れ
を
開
く
。

第
五
京
経
珂

木
向
学
舎
の
舎
計
年
度
は
同
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一

日
に
終
る
。

木
型
曾
の
経
常
費
は
財
開
法
人
慶
臆
義
塾
そ
の
他
よ
り
の
補

助
余
並
び
に
舎
費
寄
阿
余
及
び
そ
の
他
の
取
入
を
以
て
こ
れ

に
岱
て
る
。

教印
行刷

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
五
日

間
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日

rムマ

パL

イ百

京
汗
同

編
集
先

務
行
人

東
京
都
港
匝
芝
三
回
二
丁
目
二

慶
肱
義
塾
大
串
要
文
早
曾

代
表
者
西
脇
順
三
郎

出

！仮

東
京
都
港
直
芝
三
田
豊
岡
町
八

慶
臆
通
信
株
式
曾
批

東
京
都
千
代
田
匝
神
田
紳
保
町
三
ノ
二
三

印
刷
所
塚
田
印
刷
株
式
曾
枇


